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(57)【要約】
【課題】アレイ基板に形成されたコモン配線による光の
反射によって表示領域内に輝線が発生しない液晶表示装
置を提供する。
【解決手段】アレイ基板１６上に形成されたコモン配線
３６とほぼ直交するように上プリズムシート７４の稜線
方向と渓線方向とを配する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アレイ基板と、
　前記アレイ基板の上面に液晶層を介して配された対向基板と、
　前記アレイ基板上にマトリックス状に配列されて表示領域を形成する複数の画素と、
　前記アレイ基板におけるマトリックス状に配列された複数の前記画素上に積層されたコ
モン電極と、
　前記アレイ基板上で、かつ、前記表示領域の縁部外側に沿って配線され、前記コモン電
極に給電を行うコモン配線と、
　前記アレイ基板の下面側に配されたバックライトと、
　を有し、
　前記バックライトの上面に配されたプリズムシートは、前記プリズムシートの上面に稜
線と渓線とが交互に形成され、前記稜線方向と前記渓線方向が前記コモン配線の方向と８
７°から９３°の角度で交差している、
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記アレイ基板の下面であって、前記コモン配線に対応する部分に遮光部が形成されて
いる、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記プリズムシートの上面であって、前記コモン配線に対応する部分に遮光部が形成さ
れている、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記プリズムシートの下面、又は、前記プリズムシートに積層された光学シートであっ
て、前記コモン配線に対応する部分に遮光部が形成されている、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記コモン配線は金属材料で形成され、前記コモン配線内に遮光材料が含まれている、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、液晶セルの下面にバックライトを配し、このバックライトから液晶セルに光
を照射している。この場合に、バックライトの導光板からの光が液晶セルに対し、均等に
、かつ、高い輝度で入射できるようにするために、プリズムシートが液晶セルと導光板と
の間に配されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－６８９９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで液晶セルの中には、アレイ基板と対向基板とより構成され、アレイ基板にコモ
ン電極が配されたものがある。この場合に、コモン電極に給電するためにアレイ基板の縁
部にコモン配線が形成されている。
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【０００５】
　しかし、最近の液晶表示装置の狭額縁化のために、このコモン配線が液晶セルの表示領
域の近傍に形成され、バックライトからの光が金属材料よりなるコモン配線で反射し、反
射した光がプリズムシートを介して表示領域内に入り込む。詳しく説明すると、コモン配
線方向とプリズムシートの稜線、谷線の方向がほぼ平行であるため、プリズムシートの稜
線や谷線の傾斜部分は、表示領域方向に向けた角度を有する場合、又は、コモン配線方向
に向けた角度を有する場合のいずれかとなる。表示領域方向に向けた角度を有する場合に
は、光が表示領域に直接入光しやすくなり、また、コモン配線方向に向けた角度を有する
場合はコモン配線又はプリズムシート上面で反射し、表示領域に入光しやすくなる。そし
て、この表示領域内に入り込んだ光は、輝線となって表示領域内に見えて、表示品位を悪
化させるという問題点があった。
【０００６】
　そこで、本発明は上記問題点に鑑み、アレイ基板に形成されたコモン配線による光の反
射によって表示領域内に輝線が発生しない液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、アレイ基板と、前記アレイ基板の上面に液晶層を介して配された対向基板と
、前記アレイ基板上にマトリックス状に配列されて表示領域を形成する複数の画素と、前
記アレイ基板におけるマトリックス状に配列された複数の前記画素上に積層されたコモン
電極と、前記アレイ基板上で、かつ、前記表示領域の縁部外側に沿って配線され、前記コ
モン電極に給電を行うコモン配線と、前記アレイ基板の下面側に配されたバックライトと
、を有し、前記バックライトの上面に配されたプリズムシートは、前記プリズムシートの
上面に稜線と渓線とが交互に形成され、前記稜線方向と前記渓線方向が前記コモン配線の
方向と８７°から９３°の角度で交差している、液晶表示装置である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、プリズムシートの稜線方向と渓線方向とが、コモン配線の方向とほぼ
直交しているため、反射した光が表示領域内に入り込むことなく、輝線が発生しない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】（ａ）が本実施形態の液晶表示装置の平面図、（ｂ）がバックライトの平面図、
（ｃ）が上プリズムシートのｙ軸方向に沿った側面図、（ｄ）が上プリズムシートのｘ軸
方向に沿った側面図である。
【図２】液晶表示装置の拡大縦断面図である。
【図３】液晶セルの説明図である。
【図４】画素の拡大平面図である。
【図５】液晶セルの拡大縦断面図である。
【図６】変更例１の液晶表示装置の拡大縦断面図である。
【図７】変更例２の液晶表示装置の拡大縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態の液晶表示装置１０について、図１～図５に基づいて説明す
る。
【００１１】
　なお、実施形態における開示はあくまで一例に過ぎず、当業者において、発明の趣旨を
保っての適宜変更について容易に想到し得るものについては、当然本発明の範囲に含有さ
れるものである。また、図面は説明をより明確にするため、実際の対応に比べ、各部の幅
、厚さ、形状などについて模式的に表される場合があるが、あくまでも一例であって、本
発明の解釈を限定するものではない。
【００１２】
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　また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素、同一の
符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１３】
　また、本明細書では液晶表示装置１０の表示面側が「上面」、表示面側とは反対側の面
を「下面」として説明する。
【００１４】
（１）液晶セル１２の平面構造
　液晶表示装置１０は、液晶セル１２とバックライト１４とより構成されている。この液
晶セル１２の平面構造について図３、図４に基づいて説明する。
【００１５】
　液晶セル１２は、アレイ基板１６と対向基板（カラーフィルタ基板）１８との間に液晶
層２０を挟持したものである。液晶層２０の液晶の種類としては、横電解方式、例えば、
ＩＰＳ方式又はＦＦＳ方式である。
【００１６】
　アレイ基板１６上には、マトリックス状に配列された複数の画素２２が形成されている
。また、アレイ基板１６上には、ｙ軸方向に沿って信号線２４が複数本所定間隔毎に形成
され、ｘ軸方向に沿ってゲート線２６が複数本所定間隔毎に形成されている。これら信号
線２４とゲート線２６の交差部近傍に画素２２が形成されている。画素２２は、ポリシリ
コンの薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：ＴＦＴ）２８を有し、ＴＦＴ２８のソ
ース電極が信号線２４に接続され、ゲート電極がゲート線２６に接続され、ドレイン電極
が画素電極３０に接続されている。
【００１７】
　アレイ基板１６の両側辺のｙ軸方向に沿って、ゲートドライバ３２，３２が設けられ、
各ゲート線２６にゲート信号を供給する。アレイ基板１６の下辺には、ソースドライバ３
４が設けられ、信号線２４にそれぞれ映像信号を供給する。マトリックス状に配列された
複数の画素２２によって、液晶表示装置１０の表示領域が構成され、この表示領域の縁部
外側であって、かつ、両ゲートドライバ３２，３２の内側には、コモン配線３６，３６が
ｙ軸方向に沿って形成されている。
【００１８】
　ゲートドライバ３２とソースドライバ３４とは、アレイ基板１６の棚部に形成されたド
ライバＩＣ８０に接続されている。ドライバＩＣ８０は、ゲートドライバ３２にゲートド
ライバ信号を出力し、ソースドライバ３４にソースドライバ信号を出力する。ドライバＩ
Ｃ８０の外側には、端子群８２が形成されている。
【００１９】
（２）液晶セル１２の積層構造
　液晶セル１２の積層構造についてさらに図４と図５に基づいて説明する。なお、図５に
おいて、絶縁層４０，４２，４４については、図面を見やすくするために断面を示すハッ
チング線は省略している。
【００２０】
　アレイ基板１６を構成するガラス基板３８上に、ＴＦＴ２８が形成され、ＴＦＴ２８上
に絶縁層４０が形成され、絶縁層４０上にゲート線２６が形成され、ゲート線２６上に絶
縁層４２が形成され、絶縁層４２上に信号線２４とコモン配線３６が形成されている。
【００２１】
　コモン配線３６と信号線２４とは同じ材料で形成され、信号線２４の幅は４ｎｍであり
、コモン配線３６の幅は１８０ｎｍである。コモン配線３６と信号線２４は、モリブデン
／アルミニウム／モリブデンの３層構造又はアルミニウム／シリコンの２層構造又はチタ
ン／アルミニウム／チタンの３層構造である。
【００２２】
　信号線２４とコモン配線３６上には絶縁層４４が形成され、コモン電極４８が表示領域
全面に渡って積層されている。コモン配線３６とコモン電極４８とは、コンタクトホール
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４６を介して電気的に接続されている。
【００２３】
　コモン電極４８上には絶縁層５０が形成され、絶縁層５０上には櫛歯状の画素電極３０
が形成されている（図４参照）。画素電極３０とＴＦＴ２８とはコンタクトホール５２を
介して電気的に接続され、信号線２４とＴＦＴ２８とはコンタクトホール５３を介して電
気的に接続されている。
【００２４】
　コモン電極４８と画素電極３０もＩＴＯで形成されている。画素ピッチとしては、例え
ば、２０．４ｎｍである。アレイ基板１６の端部からコモン配線３６までの幅は狭額縁化
により、例えば８００ｎｍで形成されている。
【００２５】
　ガラス基板６２より構成された対向基板１８の下面側には、マトリックス状のブラック
マトリックス５４を挟んでＲ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタ５６が形成されている。カラーフ
ィルタ５６とブラックマトリックス５４の下面側には、オーバーコート層５８が積層され
、液晶層２０に面している。
【００２６】
　アレイ基板１６と対向基板１８とは、額縁状のシール材６０によって固定され、その間
に液晶層２０が挟持されている。
【００２７】
（３）液晶表示装置１０の構造
　次に、液晶表示装置１０の構造について図１と図２に基づいて説明する。
【００２８】
　図２に示すように、液晶セル１２の上面には偏光板６４が積層され、下面には偏光板６
６が貼り付けられている。液晶セル１２の下面には、バックライト１４が配されている。
バックライト１４の中の導光板６８の上面に第１の光学シートである拡散板７０が配され
、拡散板７０の上面には第２の光学シートである下プリズムシート７２、第３の光学シー
トである上プリズムシート７４が順番に積層されている。導光板６８の下面には反射板７
６が配されている。図１（ｂ）に示すように、導光板６８のソースドライバ３４側には、
光源である複数のＬＥＤ７８が配されている。
【００２９】
　図１（ｂ）（ｃ）に示すように、上プリズムシート７４の上面には、山谷より形成され
る稜線と渓線が一定のピッチで連続して形成され、この場合に稜線方向と渓線方向とがｘ
軸方向に沿って形成され、ｙ軸方向に対しては８７°から９３°の角度を有している。す
なわち、図１（ａ）に示すコモン配線３６，３６の方向に対し８７°から９３°の角度を
有している。
【００３０】
（４）効果
　本実施形態の液晶表示装置１０によれば、上プリズムシート７４の稜線方向と渓線方向
とが、アレイ基板１６上に形成されたコモン配線３６，３６に対しほぼ直交して形成され
ている。そのため、図２に示すように、上プリズムシート７４の山の傾斜部分から放射さ
れた光は、コモン配線３６の下面に対して垂直状態で反射し、その反射した光は上プリズ
ムシート７４の上面、下面で再度反射されても、垂直に反射するため表示領域内に入るこ
となく、表示領域に輝線が発生しない。
【００３１】
（５）変更例１
　上記実施形態では上プリズムシート７４の稜線方向と渓線とをコモン配線３６とほぼ直
交させたが、図６に示すように、アレイ基板１６又は偏光板６６の下面に関して、コモン
配線３６に対応する位置を遮光層８４で遮光することにより、上プリズムシート７４から
の光がコモン配線３６に入射することなく、より表示領域を良好に表示することができる
。
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（６）変更例２
　また、図７に示すように、上プリズムシート７４の上面に遮光層８６を設けて、遮光し
てもよい。
【００３３】
（７）変更例２
　また、上プリズムシート７４の上面に遮光層８６を施しにくい場合には、上プリズムシ
ート７４と透光関係にある光学シートに遮光層８６を設けて、遮光してもよい。例えば、
上プリズムシート７４の下面、下プリズムシート７２の上面、又は、下プリズムシート７
２の下面に遮光層８６を設けて、遮光してもよい。さらに、拡散板７０の上面、又は、下
面に遮光層８６を設けて、遮光してもよい。この変更例２であっても、上プリズムシート
７４内に光が侵入せず、アレイ基板１６に形成されたコモン配線３６，３６による光の反
射を防止でき、これによって表示領域内に輝線が発生しない。
【００３４】
（８）変更例３
　また、コモン配線３６の材料に遮光材料を含ませ、コモン配線３６からの反射を防止し
てもよい。
【００３５】
（９）その他
　また、本発明の実施形態を基にして、当業者が適宜設計変更して実施し得る全ての実施
形態も、本発明の要旨を包含する限り、本発明の範囲に属する。
【００３６】
　また、本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変更例及び修正例に想到
し得るものであり、それら変更例及び修正例についても本発明の範囲に属するものと了解
される。例えば、上記実施形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除若しくは
設計変更を行ったもの、又は、工程の追加、省略若しくは条件変更を行ったものも、本発
明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれる。
【００３７】
　また、本実施形態において述べた対応によりもたらされる他の作用効果について本明細
書記載から明らかなもの、又は、当業者において時に想到し得るものについては、当然に
発明によりもたらされるものと解される。
【符号の説明】
【００３８】
１０・・・液晶表示装置、１２・・・液晶セル、１４・・・バックライト、１６・・・ア
レイ基板、１８・・・対向基板、２０・・・液晶層、２２・・画素、３６・・・コモン配
線、７４・・・上プリズムシート
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摘要(译)

解决方案：提供一种液晶显示器，其中来自形成在阵列基板上的公共布
线的光反射在显示区域中不产生亮线。解决方案：上棱镜片的棱线方向
和谷线方向74被布置为基本上垂直于形成在阵列基板16上的公共布线
36。
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